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【要　旨】2006年、わが国では英国独立学校のイートン校をモデルとして海陽学園が創設され、初の卒業生
として13名の東大合格者を輩出し、注目を浴びた。いわゆるリーダーシップを培うエリート紳士養成校を目
指したが、結果的に有名大学への合格率が注目を集めることとなった。現在日本の進学校では特定大学や医
学部への進学が非常に重視される傾向が強い１。
　では英国の進学状況についてはどうであろうか。同国は基本的に公立校と私立校の複線型の学校体系が確
立しており、私立校にあたるのがイートン校をはじめとする独立学校（インディペンデント・スクール）と
呼ばれる学校群である。そして独立学校の一部がパブリック・スクールに分類され、その中の特に伝統的な
９校がグレート・スクールズと呼ばれている。元来紳士養成校として機能していたパブリック・スクールだ
が、近年進学準備校としての役割が高まってきている。
　大学進学はGCSEおよびGCE・Aレベル試験が主流であったが、近年多様化してきており、学力重視の傾
向が否めない。インタビュー調査等から、実際にグレート・スクールズを中心とした学校は、大学進学に最
も力点を置いているということが窺える。ただし時代の流れに首尾よく適応しつつ、同時に教育における伝
統的側面を重視している点も、今日における独立学校の諸相を映すひとつの特徴と言える。
はじめに
　2006年、わが国では英国独立学校イートンモデルの海陽学園がリーダー養成、人格陶冶、全寮
制と教育方針を掲げた学校が創設された。その後再注目を集めることになったのは、イートンを
標榜する紳士育成の教育方針もある程度維持しながら、徹底した学力増進に力点を置いた結果、
初の卒業生として13名の東大合格者を輩出し、現役東大合格率では全国10位以内に入ったことに
よる。この事実は日本全体の教育意識を端的に表している。わが国では当初の教育方針がいかに
人格陶冶を標榜したものであっても、畢竟、特定の大学合格者数を最重要視し、進学校になるこ
とがリーダー育成を試みる上での必須条件になる風潮があることは否めない。ではモデルとなっ
たイートン校のある英国の事情は、現在どのようになっているのだろうか。
　イートン校を含む独立学校は英国政府からの独立経営を行う私立学校に属する学校群である。
複線型の学校等体系をとる英国では公立・公営校と私立校は初等教育の段階から分離しており、
大学進学段階までは、それぞれ別のコースを進むことになる。独立学校は同学年全体の約７％
程度であり２、また学費も公立の場合は無償であるのに比して、独立学校は非常に高額である３。
このような特徴を持つ独立学校は、伝統的に紳士淑女を育成する進学校の役割を果たしてきた。
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　ところが近年、時代の変化に伴って、独立学校はいわゆる「紳士養成校」としてより「進学準
備校」としての役割をより求められるようになってきたのである。特にサッチャー政権時代に打
ち出された1988年教育改革法が与えた影響は大きい。同改革法により、各学校の学外試験の成績
が順位表として公表されるようになると、特に中等学校入学前の児童や保護者からの注目が成績
順位表に集まり、各校進学希望者数へ直接影響をもたらすようになった。そのため、学校側も必
然的に対策措置としてアカデミックな教育の推進を重視するようになったと考えられる。
　このような流れを受け、英国独立学校も対策を講じた。従来、縁故入学も恒常的にみられるも
のであったが、80年代以降、生徒の選抜の際に学力を重視するようになり、入試選抜の時点でア
カデミックレベルの高さを重視して生徒を厳選するようになった４。選抜制学校である独立学校
は、入試の際に、どのような生徒を選抜するかによって入学を許可する生徒の質を調整すること
が可能であり、特に寄宿制を採るボーディング・スクールでは、ハウスマスターと呼ばれる各寮
の寮長による面接が合否を大きく左右する。このようなプロセスの中で、生徒の性格や素質、技
能を見抜き、特にアカデミックな能力の高い生徒を優先的に選び出す傾向が高まったものと思わ
れる。
　先行研究では近年、新聞、雑誌、ブログ等を除く学術媒体において、独立学校や、あるいはそ
の一部を占めるパブリック・スクールに関する、今日の教育を扱った研究は稀少である。特にわ
が国との比較の視点を持って描かれた類のものは尚更である。その中でもたとえば、竹内が1993
年にパブリック・スクールと受験について取り上げ、英国における大学進学のプロセスや進学に
必要な学外試験のしくみ、さらに各学部の入試難易度等について、日本の進学校の大学受験の
状況と比較しやすいように工夫しながら論じている５。確かに当時は英国の教育が著しく変化し
た1988年の教育改革法後の状況であるが、現在のように入試が複雑化かつ多様化し、受験生が
UCASポイントの取得に躍起になったり、国際バカロレア（IB）が浸透したりしていない時期で
ある。本稿では、複雑化かつ多様化する英国の大学入学試験の仕組みと概要についても詳述する
こととする。
　一方、竹内はエジンバラのパブリック・スクールであるフェテスカレッジにて学校文化と人間
形成に関する調査を1999－2001年にわたって実施している６。そしてその中に大学進学に関する
インタビューおよびアンケート調査が含まれており、英国の他、フランス、ドイツ、アメリカに
加え日本の事例を比較社会学の手法を使って分析している。しかし、聞き取り調査はスコットラ
ンド地方の学校１校のみに限定されたものであり、現在は調査から既に10年以上が経過してい
る。
　ウォルフォード（Walford、Geoffrey）がパブリック・スクールに入学するための入学試験およ
び大学入試について言及しているが、こちらも1980年代における事情についてである７。本文献
は1996年に竹内によって翻訳され、加えて竹内がパブリック・スクールにおけるジェントルマン
教育と学業重視への変化について等、いくつかのトピックを書き添えて出版している。同書の内
容から、独立学校における80年代から90年代における実態について把握することができ、また次
第に独立学校の役割が紳士養成校から進学準備校へと変化を遂げ始めていることが把握できる。
だが、やはり近過去に当たる当時の事情が、21世紀に代わって久しい今日の状況と必ずしもすべ
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て一致しているとは断定できない。
　さらに鈴木がラグビー校など現地のパブリック・スクールに赴いて参与観察を行い、現代パブ
リック・スクールについての研究を重ねた８。一方阿部が、独立学校の歴史的側面について詳述
し、2009年に発表した。しかし、これらはいずれもスポーツに特化した内容となっている９。独
立学校を題材にした歴史的な先行研究については、比較的近年のオギルヴィのものを含め、研究
者や専門家、教育者や実際に教鞭を執っていた校長や教員等による英語文献が膨大な量に上る。
しかし現代の進学事情について、独立学校、特にパブリック・スクールの視点に立脚し、インタ
ビュー調査を交えた考察を行った先行研究は稀少である。したがって本稿で現代における独立学
校の進学という論点から考察を試みることは一定程度の意義があるものと考えられる。
　本稿の目的は、主に英国においてめまぐるしく変化する現在の大学進学の様相について整理
し、それを踏まえてパブリック・スクールを含む英国10の独立学校が、どれほど進学を重視して
いるかについて、インタビュー調査の結果等を参考にして分析し、考察を加えることである。
　そこで、本稿では以下の手順に従って論を進めることとする。まず、関連する先行研究に触れ、
本稿の意義について言及する。次節では、独立学校とパブリック・スクールの俗称で呼ばれる英
国独立学校（インディペンデント・スクール）とパブリック・スクールの二者について、後者の
一部が前者に該当するという前提を踏まえ、その範囲について考察する。続く第２節では、英国
における大学進学に必要な卒業資格試験について、近年導入された多様な試験を含めて概説を
行う。後述するGCSEやAレベルと呼ばれる試験の各科目における特化した先行研究は多いが、
英国の大学進学に関し、各試験の内容やしくみ全般を網羅し、詳細に整理した先行研究は限定的
である。しかし、独立学校と進学について論究する際、その前提として英国の進学試験の仕組み
について詳述することは研究上不可避の重要事項であると思われる。また、独立学校に関する近
年の先行研究も限定的であり、特に国内で独立学校と進学について扱った文献は非常に稀少であ
る。第３節では、主に、後述する独立学校の一部に該当するグレート・スクールズと呼ばれる学
校群の進学事情について言及し、筆者が行った学校関係者を中心としたインタビュー等の調査結
果を交えてながら各校の大学進学事情について整理・分析する11。そして第４節に近年の独立学
校が考える進学意識と教育の在り方を、リーグテーブルからの脱退を例示し、考察する。最後に
日本における現在の大学進学事情にも言及し、日英両国の比較考察と我が国への教育的示唆につ
いて検討する。
１．英国独立学校と英国パブリック・スクール
　「はじめに」で述べたように英国は複線型の学校体系を採っており、いわゆる公立校と私立校
それぞれに学ぶ生徒の進路は大学入学時まで、厳密には特にシックススフォームと呼ばれる大学
入学準備段階に入る前の義務教育修了時までは明確に二分されている。英国独立学校は端的には
私立学校を指し、その一部がパブリック・スクールという俗称で呼ばれ、いわゆる紳士養成のた
めの学校として、英国の教育の中でその伝統が数世紀にわたって継承されてきた。独立学校の中
のどの学校をパブリック・スクールと位置づけるかについては、先行研究の中で研究者や専門家
がそれぞれ定義を行ってきている。
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　例えば、英国教育の研究者でパブリック・スクールにも詳しい竹内は、「主として寄宿制で、
授業料が高く、豊かな階級の子弟を全国規模で集めている私立中等学校」12と定義している。同
じく、独立学校をスポーツの面から研究している鈴木も、パブリック・スクールについて独自の
解釈をしており、「私立学校の中でもごく一部の有名な中等学校で、英国社会の長い歴史の中で
慣習的に社会通念として認知されてきた数十校」13という一定基準を設けている。形式的な定義
としては、1944年の「フレミング委員会報告書」の付録に詳細が記載されており、梅根悟がその
大要を次のように紹介している。「中世においてはパブリック・スクールという名前は、私人の
教授に対比して、基本財産をもった文法学校における教授を意味した。ところが中世後期になる
と、教区の比較的貧しい人々を対象とした文法学校（グラマースクール）に対比して、階級や居
住地に区別なく公衆に対して開かれている教授をパブリック・スクールと呼んだ。17世紀になる
と、いわゆるグレート・スクールズというものが一般の文法学校から区別されるようになり、18
世紀には、この少数の基本財産をもった大文法学校に対して、パブリック・スクールという言
葉が用いられ、1864年のクラレンドン報告14は、９つの独立学校をグレート・スクールズと呼称
し、調査対象とした15。1870年には、こういった学校への政府の干渉を防ぐために、校長会議校
（Headmasters and Headmistresses Conference: MHC、以下MHCと表記）が設けられ、その会員で
ある学校が、一応パブリック・スクールとしてのメルマークとなった。」16ということである17。
　このように歴史的側面に鑑みても、パブリック・スクールはもともと基本財産を有する文法学
校であり、そのうち大規模な文法学校に対して用いられるようになった、いわゆる慣用句のよう
なものであることが分かる。また、グレート・スクールズをパブリック・スクールと呼び、さら
にHMCのメンバーとなっている学校もパブリック・スクールの指標となっているという文面か
らその範疇が曖昧であることが窺える。なぜならグレート・スクールズとHMC加盟校の母数自
体が異なっているにも関わらず、いずれもパブリック・スクールになりうることが示されている
からである18。
　また、前出の鈴木は、クラレンドン委員会報告書の言う「パブリック・スクールとは、学校理
事会協議会（The Governing Bodies’ Association）の一員である学校を意味する」という定義に基
づけば該当校数が200余りにのぼることから、一般的な通念とのあいだに大きな隔たりが出て適
切とはいえないと論じている。さらに”パブリック・スクールの歴史を体系的にまとめているオ
ギルヴィ（Ogilvie, Vivian）は著書の中でそれらの学校の特徴をまとめ、①裕福な人たちのための
高級学校、②学費が高い、③地方的でなく英国全土から生徒が集まる、④殆どが寄宿学校である、
⑤国や地方からは独立しているが財産が私的に所有、運営されているわけではない、とした上で、
明らかにパブリック・スクールであっても上記５項目を満たしていないところもある、と書き添
えている19。
　以上のような様々な取り上げられ方に鑑み、パブリック・スクールが「社会通念的に有名で、
学校自体が裕福であり、また受け入れる生徒も裕福な者が多い私立学校である」という像が浮か
び上がってくる。そしてグレート・スクールズ９校の中に、後に言及するウィンチェスター校、
イートン校、ハロウ校が含まれ、これら９校が最も伝統的なパブリック・スクールの学校群を形
成していると結論付けることができる。なお、近年通学制の独立学校が主流である中、グレー
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ト・スクールズ９校中上記の３校は基本的に現在も全寮制を貫いており、その他の６校のうち５
校は大部分または一部寄宿生を採る学校であり、完全通学制を敷く学校は１校のみに留まってい
る20。
２．英国の学外試験の種類と特徴　
２－１　GCSEとGCE・Aレベル試験
　英国の進学に関して、試験としては、GCSE（General Certificate of Secondary Education：中等
教育修了一般資格）試験とGCS・Aレベル（General Certificate of Education, Advanced level：大学
入学資格上級試験。単純にAレベル試験とも呼ばれる。以下Aレベルと記す）が一般的である。
後に詳述するが、前者は、義務教育修了時の16歳時点で受験する卒業資格試験であり、後者は、
一般的に、その後大学進学のための準備段階であるシックススフォームで２年間学んだあと、18
歳時点で受験する資格試験である。これらの試験は、在籍する中等教育段階の学校、あるいは志
望する大学が実施するのではなく、大学入学試験協会（Examination Board）と呼ばれる、学外の
非営利団体である試験機関が実施する21。
　だが、GCSEは2000年に curriuculum2000が発表され、それ以降、Aレベル試験は通常シックス
スフォーム１年目に受験するASレベル （Advance Subsidiary level準上級資格、以下ASレベルと表
記）と２年目に受験するA2レベルの２種類が設置されることになった22。また近年、1968年に開
始した国際バカロレア（International Baccalaureate: IBとも略記される）を導入する学校が増加し
23、さらに2008年にはケンブリッジPre-U（Cambridge Pre-U、以下Pre-Uと表記）が新しく導入
され、独立学校の新たな大学進学資格となってきている。また、GCSEについてもインターナショ
ナル生に対応した IGCSE（International GCSE）が普及してきていることに加え、従来のGCSE
も2015年以降、学問分野はより広範囲に、採点基準はより厳格化されるという変更が見られる。
このように近年では、英国の大学進学事情も形式的な部分から変更されていく流れが表れるよう
になってきている。
　しかし、現在の入試の主流は、依然従来型のGCSEおよびAレベル試験である。同国の大学入
試を俯瞰すると、統一的な法令上の規定はなく、各大学が入学者の要件や水準に従って入学者の
選抜を行うことが基本であると言える。ただし、これらの学外試験の成績を選抜資料の基礎とし
ている点は各大学で概ね共通しており、後述するGCSEの成績、エッセイ、中等教育機関の教
員の推薦状、大学によっては面接、個別試験等を経て条件付きの合否が決定する。その後、受験
するAレベル試験では大学側の指定に従って受験科目を選択し、大学の要求するグレードを満た
せば最終的に合格となる。
　イングランドとウェールズ、北アイルランドには、本節冒頭で言及したように、義務教育終了
時に受験するGCSE（中等教育修了一般資格）試験とその後のシックススフォームの期間に受験
する大学入学資格Aレベル（上級）試験がある。それに加えてASレベル（準上級）試験もあり、
こちらは、Aレベルの１年前である17歳に受験するのが一般的で、Aレベルより難易度が低く、
ASレベルの２教科の試験結果がAレベル１教科に該当するものとして換算される。GCSE試験
の成績評価はAからGのグレードで評価され、大学進学希望者は、一般的に８から10科目超を
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受験する。そして次年度、シックススフォーム１年目には通常４科目に科目を絞り、ASレベル
の受験、さらに２年目には科目数を４から３科目に絞り込んでA2レベルを受験する。Aレベル
はAからEのグレードで評価される。このように学年が上がるごとにより少数の科目をより専門
的に学ぶことが特徴となっている。シックススフォームで少数の選択科目を深く学ぶ理由は、英
国の大学には日本の大学で見られるような初年次教育や通常大学１、２年次に配当される教養科
目がなく、大学入学次より専門科目について掘り下げた学究活動を開始するためであると考えら
れる。医学や獣医学、外国語学部など一部を除いて３年で学士課程を修了する。
　ちなみにGCSEについては、A＊からFのグレードまでが合格、Gは不可である。合格して交
付された認定証は、進学や就職の際に能力レベルの証明になる。通常、C以上での成績を取るこ
とが、高等教育への進学の資格条件の基礎となる。したがって、GCSEで成績が悪ければAレベ
ル試験に進むことができない。ただし、グレードは、相対評価ではないので受験制全体の分布等
は影響せず、一定の評価基準に基づいて判断されるものである。Aレベル試験はA＊・A ・B・ C・
D・Eが合格となる。また、GCSEやAレベル試験は、筆記試験によってのみグレードが決定さ
れるのではなく、２年間の課程の中で行ったフィールドワークやレポート作成など、コースワー
クでの評価が点数化され、筆記試験と合算されてグレードが決定する。なお、大学から求められ
るスコアは通常C以上である。
　A＊の評価については、2008年夏に導入されることが決定し、実質2010年夏からの評価に付さ
れることになった。学外試験の評価にA＊が追加された際、最優秀層の生徒の差異化が促進され、
難関大学・難関学部の学生選抜が比較的容易になったかと思われた。しかし2014年度からはモ
ジュール制が撤廃され、より広範囲の学習範囲を長い間覚えておく記憶力が必要になり、一度限
定の試験様式へも対応していかなければならないという精神力が試されることになる。この点に
ついては学校・個人によってそれぞれの捉え方があり、筆者がインタビューを行ったウィンチェ
スター校では、「テスト漬けの日常生活から生徒を解放することができる」という肯定的な見解
を示していた24。
２－２　国際バカロレアと新試験の諸相
　国際バカロレア（本項では IBと表記）は、1968年に発足したスイスのジュネーブに本部を置く
国際バカロレア機構が授与する資格であり、16歳から19歳の生徒を対象としたディプロマ資格課
程（Diploma Programme: DP、以下DPと表記）を終了し、最終の統一試験で合格点を取得する
と大学進学資格を取得することができる。現在、146カ国の3,632校で広く実施されている25。なお、
国際バカロレアの発足理由は、インターナショナルスクールの卒業生に、国際的に認められる大
学入学資格を与え、大学進学へのルートを確保するとともに、学生の柔軟な知性の育成と、国際
理解教育の促進に資することを目的としている26。しかし、現在ではインターナショナルスクー
ルのみならず通常の IBの対策がなされており、イングランドにおいてもA/ASレベルに代わる手
段として利用されている。日本においても、IBを大学入試に積極的に導入する傾向が見られる。
　近年より注目を浴びている IBだが、日本においては既に1979年に、「スイス民法典に基づく財
団法人である国際バカロレア事務局が授与する国際バカロレア資格を有する者で18歳に達したも
の」27について、大学入学に関し高等学校を卒業したものと同等以上の学力があると認められる
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として IBが受け入れられている。またDPは英国でシックススフォームの期間と同様に、２年間
のプログラムとなっており、その間に６つの教科グループの５つにおいてはそれぞれのグループ
から１科目を選択肢、残りひとつの第６グループからは芸術を選択するか、あるいは１～５グ
ループの中からさらに１科目を選択する必要がある。それらの科目には２段階の難易度が提供さ
れており、標準レベルか上級レベルを選択することができる。そして最終的にはそれらの６科目
について各教科７点満点の筆記試験を受ける。
　さらにDPではExtended Essay（EE：課題論文）、Theory of Knowledge（TOK：知識の理論）、
Creativity/Action/Service（CAS：創造性・活動・奉仕）というコアとなる３要素についても条件
をクリアする必要がある。前者２つについては最大で３点が加算され、CASについては参加率
を満たさなければならない。このような条件の下、６科目の筆記試験に加え上記EEおよびTOK
の加点３点を加えた合計45点満点で成績が算出され、24点以上で IB取得となる28。
　このように、IBは幅広い知識を掘り下げて学習し、エッセイによる論述のみならず奉仕活動
をはじめとしたアクティビティにも積極的に取り組まなければならず、入試直前の集中学習や
偏った選択科目の机上学習では対応できない。したがって日本における大学入試試験とはその様
相が大きく異なっていると結論付けられる。なお、IBを導入している学校が IB対応の全ての科
目を履修できるわけではない。教員の教授科目が異なることから、学校によって選択可能科目に
相違がある点にも留意しなくてはならない。ちなみに、AレベルやCambridge Pre-Uとシックス
スフォームで対応する16－19歳相当の IBはDP（Diploma Programme）であるが、３歳～12歳ま
でを対象とした IBがPYP （Primary Years Programme）、11歳～16歳までを対象としたものがMYP
（Middle Years Programme）と呼ばれる。
　さて、2008年９月から導入されるようになった新しい大学入学資格としてCambridge Pre-Uが
ある。こちらも上記のDPと同じ年齢層である16－19歳を該当年齢とする大学の入学資格である。
Aレベルと同様に、提供された科目の中から３科目程度を選択して取り組むことになるが、それ
に加えて下記の図にように、リサーチプロジェクトが科される点がAレベルとの相違点である。
Cambridge Pre-Uを作成しているのは、CIE（Cambridge International Examinations）である。CIE
は、５歳から19歳までの児童・生徒を対象に国際教育プログラムの提供や国際教育資格の授与を
行う世界最大の組織団体である。資格証書は世界160カ国以上の大学、教育施設、雇用者によっ
て認可されている。また、CIEはケンブリッジ大学の非営利組織部門の一部であり、カリキュラ
ムや査定、サービス提供を通して世界中に教育を提供している。
　同試験が登場した背景として、次のようなことが言える。教員は、生徒らが大学に進学した際
のことを考慮し、もっと効率よく生徒に学習させることができればと言う。一方、同時教える側
も楽しく教授できるような内容のプログラムを希望している。また大学側も、大学入学後は生徒
が自主的に学習を進めて学問から恩恵を受けることができるよう、彼らにあらかじめ準備するこ
とを期待している29。このようなそれぞれの思惑からPre-U はディプロマを取得できるよう、ど
のような科目の組み合わせであっても、学習ができるような面白いシラバスを提供し、核となる
教育原理に支えられた一貫性のあるカリキュラムとしてCambridge Pre-Uを展開しているのであ
る。
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（表２）Cambridge Pre-UとAレベル成績評価相互表
Cambridge Pre-U  A レベル
Distinction（優）
D1
D2 A
＊
D3 A
Merit（良）
M1
M2
M3
B/C
Pass（可）
P1
P2
P3
D/E
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（表１）Cambridge Pre-Uディプロマ
個別研究レポート
主要科目 主要科目 主要科目
グローバル論点ポートフォリオ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（出所）Cambridge Pre-Uウェブサイトより
　Cambridge Pre-Uでは、上記のように主要科目を３科目選択することに加え、レポートとポー
トフォリオの作成も修了必須条件となっているのが特徴である。この点が主要科目３ないし４科
目のグレードのみで評価が行われるAレベル試験とは異なる点である。主要科目の選択は、言語、
科学、数学、芸術等のジャンルより27科目の中から選択することになっている。ただし、IBの
対応校と同様、Cambridge Pre-Uを学べる学校で27科目から自由に科目を選択することができる
ということはなく、各学校によって選択できる科目は限定されている。たとえば、シュルーズベ
リー校では、フランス語、歴史、物理のみが選択できるのに対し、ウィンチェスター校では、シュ
ルーズベリー校で選択できる科目に加えて、ラテン語や化学、音楽やドイツ語等、計18科目が選
択できることが窺える30。同試験は開始以降導入する学校が増えているが、ハロウ校のように、
「Pre-U は導入されて間もない試験媒体であり、リスク回避のために導入しない」とする方針を
持つ学校もある31。
　なお、AレベルとCambridge Pre-Uの成績には評価相互表があり、それぞれのグレードがどの
ような位置付けになっているかを確認することができる（表２）。ただし、この換算表が正しく
生徒の能力を換算できているいのかどうかは、信憑性や正確さを欠くのではないかして否定的に
捉える意見もある32。大学入試試験の多様化が図られ、2008年のPre-U導入から数年経過するが、
依然疑問視される問題点は残存している。
　ところで近年、GCSEに代わり、IGCSE（International GCSE）を導入する学校も増えてきている。
IGCSEは元来、海外のインターナショナルスクールに学ぶ生徒の義務教育修了資格試験である。
対象者は、海外の生徒であるため、コースワークや実技試験を受ける必要がなく、かつ内容にお
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いては英語が母国語でない受験生にも配慮されている。また、英国の古典や歴史・地理を強調せ
ず、社会的・文化的バイアスが取り払われている。ただし、通常版のGCSEに比して範囲が広く、
より高度な知識・能力が必要になるため、IGCSEの証書を取得すると従来版のGCSEよりよりも
大学進学に有利である。しかし、IGCSEの特徴として、進学実績を重視する独立学校の成績上位
層がより他の生徒に差をつけるためにIGCSEの科目を選択することが考えられる。この特徴から、
一部の独立学校やグラマースクールでの需要が高まるものと推察される33。
　だが、近年、細かく単元別に分けて複数回試験が行われる従来のGCSEに比べて、２年間の
集大成として一度のテストが行われる IGCSEの方が、教師側はシラバスに融通を利かして自由
に組み、深く教授することができ、さらに生徒もテスト対策に集中するという理由から同試験を
導入する公立校の数も延びてきている34。なお IGCSEはGCSEと組み合わせて受験することが
でき、通常受験する８－10科目の全てをGCSEもしくは IGCSEどちらかに絞らなければならな
いということではない35。そして2015年度から内容に改定が見られるGCSEであるが、IGCSEは
今回の変更の対象外となっている36。
２－３　大学入試とシックススフォーム最終学年
　1980年代に受験地獄という言葉が流行した日本とは異なり、受験に躍起なる印象の薄い英国で
あるが、実際にはどうであろうか。下記表３は、大学進学を希望するシックススフォーム２年目
に当たる生徒の最後の一年の流れを筆者が端的にまとめたものである。同表を参照すると、英国
の大学受験は日本のそれより慌ただしく、些か複雑であるように見受けられる。
　下表にあるように、通常、最終学年の前年度の５月にASレベル試験を受験し、３カ月程度の
ちの８月にASレベル試験の結果が発表になる。翌９月には、５校の志望校をUCASと呼ばれる
大学共通の入学手続き機関に申し込む。この際、大学学部ではなく、大学院に出願する場合は、
大学へ直接申し込むことになる。 また５校の志望校は、通常レベルの異なる大学に志願するが、
オックスフォード大学かケンブリッジ大学（両校をあわせてオックス・ブリッジという呼称を用
いる。）を目指す場合は併願することが不可能なため、どちらか一方のみを志望する。両大学の
場合、または医学部・獣医学部に限って10月に出願が締め切られる。11月には両校もしくは医学
部・獣医学部に限って専用の試験を受験し、続けて12月には面接が行われる37。翌年１月になる
と、オックス・ブリッジの条件付き合格結果が判明し、同時に他大学の出願が締め切られるとい
うしくみになっている。このような流れから、いかにオックス・ブリッジの両校が英国で特別視
されているかが窺える。出願時期やどちらか片方のみの受験しか許可されていないこと、さらに
要求される学外試験の成績は高く、また面接や個別の試験も課すという内容は非常に特異であ
り、日本で同様の処遇を受ける総合大学・研究大学は存在しない。
　面接や個別の試験が課されない他大学の場合は、UCASで出願した際に提出する自己PR
（Personal Statement）や学校からの推薦状等で合否が決定する。複数校に合格した場合、第一希
望と第二希望38を決定し、改めてUCASに出願する。この最終締め切りが５月初めとなっている。
しかし、この時点ではいずれの大学の合格も、大学側が提示したAレベルでの成績を満たした場
合に合格するという条件付きの合格である。
　万一２月末の合否判定で５校すべてに不合格となった場合、ウェブ上からUCAS Extraという
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（表３）大学進学までの一年間の概要（シックススフォーム最終学年）
年　月 内　　　容
前年度４月 各大学オープンキャンパスの予約（一部大学学部は要予約）
５月 ASレベル試験（A、ASレベルともに2012年度より resit禁止）
６－７月 大学見学・オープンキャンパス
８月 ASレベル結果発表 （7－10月）
医学部・獣医学部受験者
UKCAT(UK Clinical Aptitude Test)９月 志望大学（５校まで）へUCASを通じてウェブ出願
10月 オックスブリッジ／医学部出願締め切り
11月
医学部・獣医学部受験者BMAT (Bio Medical Admissions Test)、オックスブリッジ受験者
TSA（Thinking Skills Assessment）
12月 オックスブリッジ面接
本年度１月
オックスブリッジ面接結果－条件付合否結果（Aレベル試験にて大学の要求グレード取
得で最終合格）／その他の大学出願締め切り
２月末 ５校の合否結果判明（全否の場合UCAS extraで再出願）
３月 第１志望（Firm）、第２志望（Insurance）決定
５月初 第１、２志望、UCASからの出願締め切り
６月 Aレベル試験
８月 Aレベル結果発表
第１、２志望否の場合（全受験者の５％程度）はクリアリング（Clearing）制度利用。大学と直接電話交渉、あるいは
ギャップイヤ （ー浪人型GY）を取り、来年再受験。ただし再受験は好まれない傾向あり。要求スコアupの可能性あり。
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制度を利用して定員を満たしていない学科のリストを確認し、１校のみに申込みをすることが可
能となる。その申込が不合格になった場合、次にまた１校という具合に合格するまで再度申請す
ることが可能である。UCAS Extraは出願順の受付となっているが、このような期間が６月のA
レベル試験まで繰り返される。同システムも日本と大きく異なる部分である。
　６月にAレベル試験を受け、大学側の要求した成績（グレード）が取得できれば条件なし
（unconditional）の合格となる。Aレベルの結果が出るのはそれから２カ月先の８月であるが、結
果発表の後両方の要求スコアが満たず、不合格となった場合はクリアリング（Clearing）という
制度を利用して、他大学や他学科の空席を確認し、直接担当者に電話で交渉することになる39。
同制度に該当するものは日本の大学入試には存在しないが、電話で受け入れを交渉するという性
質上、それほど人気のある大学・学部に適用されている手法ではないと推察される。もし、クリ
アリング制度を利用して大学を選ぶことより、来年再受験を希望する場合は、いわゆる浪人型の
ギャップイヤーを取り、来年の受験に備える。
　このように、スケジュールを確認していくと、英国における大学受験は１年を通して慌ただし
く、周到な準備を行って受験に臨む必要があることが分かる。また大学受験においても本番のA
レベル試験のみならず学校の成績、自己PRや学校からの推薦文が重要であり、さらに面接対策
として模擬面接を繰り返すことも肝要である。その上、進学へのプロセスの中で一定程度の猶予
が設定されている側面もあり、英国進学制度の特徴となっている。
　ところで、前項（２－２）で述べてきたように、試験に関しては、近年、義務教育修了レベ
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ルにおける IGCSEが従来のGCSEに代わって人気を得始めている。また従来のGCSEも大幅な
変更が2015年以降実施される。そしてシックススフォーム終了後受験するAレベル試験に関して
も、これに代わるものとして国際バカロレア（IB）プログラムを提供する学校が出てきており、
加えて2008年以降はCambridge Pre-Uが既に導入されている。これら全ての改革において、今後
の大学進学に関する試験対策がすべて一筋縄ではいかなくなり、より実力のある者のみが優秀な
成績を収めることができるようなシステムに改定されてきていることが窺える。さらに、採点基
準そのものが上昇し、よりグレードの高い成績を取得することが求められる。成績上位の生徒に
なると、従来のGCSEより、さらに難易度が高く、大学進学に有利になる IGCSEを導入する学
校が増加し、オックス・ブリッジをはじめとする難関校への進学は年を追うごとに難しくなる傾
向が見られる。また、生徒は最後の年になると、大学進学のために相当程度の労力をかけ、段階
ごとに大学入試の準備を重ねていかなくてはならないことが窺えた。
　これは公立私立を問わず、志望大学に入学するためには必要な手段であり、最終学年になると、
やはり人間形成に重点を置いたバランスのよいカリキュラムも重要としつつ、日本に類似する、
受験により主眼をおいた学校生活になっていることが推察される。
３．インタビューを通して見る各校の大学進学意識
　前節で言及したように、英国ではオックスフォード大学とケンブリッジ大学を特別視する傾向
が見られ、両校の出願時期や出願時に要求される卒業資格試験のスコア、さらに面接も非常に重
視されている。グレート・スクールズの各校はまた、概ね卒業生の進路先としてオックス・ブ
リッジの合格者数をホームページ等で開示しており、これらの大学へ進学する生徒への期待とサ
ポートを窺い知ることができる。
　確かに、進学先としてアメリカの大学を選択する生徒もおり、また生徒が学びたい学問分野に
よって志望する大学は異なる。例えばビジネス系の学問をはじめとする実践的・実用的な分野で
あれば、LSE（London School of Economics）が最も有効な選択肢であり、また芸術やデザインを
勉強したい場合はLondon College of ArtやSaint Martin’s Schoolを進学先として選択することが妥
当である。しかし独立学校を「進学準備校」という役割を担う学校として捉え、それぞれの生徒
がレベルの高い大学への進学を目指して準備をしている学校として仮定すると、一般的に大学ラ
ンキングでも常に世界のトップ校のひとつに数えられる両校への進学事情に注目することは理に
かなっていると考えられる40。
　表４を見ると、いずれの学校も進学率が100％もしくはそれに近く、大学等の高等教育機関への
進学を進路として選択する生徒がほとんどである。また、オックス・ブリッジ合格者に注目する
と、ウェストミンスター校の卒業生の進学割合が最も高く、約２人に１人の割合でいずれかの大学
に合格していることが分かる。次にウィンチェスター校の割合が高く、僅差でセントポールズ校も
高い割合を示している。合格者の割合が30％以上の学校に限定すると、イートン校が次点に入り、
これらの学校はいずれもおよそ３人に１人の割合で、オックス・ブリッジの両大学に合格している
ことになる。その他のグレート・スクールズに属する学校も一定程度オックス・ブリックに入学し
ており、学力の高さが窺える。９校の中で最もオックス・ブリッジの合格率が低いシュルーズベ
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（表４）グレート・スクールズの進学データ
学校名（設立年度順） 進学率（％）
オックスブリッジ
合格者（人）
オックスブリッジ
合格率／学年（％）
ウインチェスター校
（1382年）
99（％） 40－50（人） 　　  37（％）
イートン校
（1440年）
96  　　 60－80 30
セントポールズ校
（1509年）
99  　　 60－70 33
シュルーズベリー校
（1551年）
98＋  　 10   9
ウェストミンスター校
（1560年）
99　  　 80 45
マーチャントテイラーズ校
（1561年）
100　    　 22 16
ラグビー校
（1567年）
99  　　 16 12
ハロウ校
（1572年）
99　  　 20 15
チャーターハウス校
（1611年）
99  　　 20－25 14
　　　　【注記】オックス・ブリッジの合格人数に関しては、主として学校のウェブサイトで開示している人数、
　　　　　　　　あるいはGuide to Independent Schoolsに表示されている人数を表記42。 
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リー校においては、毎年これら両校に合格した生徒が校長をはじめ、教員によって学校のウェブ
サイトで報じられ、校内に彼らの記念写真が飾られ、図書館下のボードに各年度のオックス・ブ
リッジ合格者として、個人の名前が刻まれることになる。それほどこれらの大学への合格者は称
賛されるのだが、他生徒に対する進学意識を向上させようという学校側の意識も窺える41。
　それでは、実際に学校関係者は、従来の「紳士養成校」としての役割と「進学準備校」として
の近年の新たな独立学校の役割に対し、どのような認識を持っているのであろうか。筆者が2013
年６月にインタビューを行ったのは、既述のようにいずれもグレート・スクールズのひとつに数
えられるウィンチェスター校、ハロウ校、シュルーズベリー校の３校である。これらの３校では、
いずれもインタビュー内容から、大学進学の対策を常に念頭に置き、最重要事項として取り組ん
でいることが分かった。
　独立学校の場合、教育省（DfE：Department for Education）が制定した教育指導要領であるナ
ショナル・カリキュラムに基づく教育を行う義務はない。だが、大学入試に対応するため、常時
ナショナル・カリキュラムを踏襲した教育カリキュラムを実施し、いずれの３校も、生徒の入学
直後からナショナル・カリキュラムにも対応が可能なプログラムが組まれ、アカデミックな科目
の充実と生徒の成績向上に尽力している。
　しかし、大学受験の種類という観点からは、各校において対応の事情が異なっている。たとえ
ば、表５にあるように、ハロウ校では、従来のGCSEおよびAレベル、あるいはASレベル試験
での進学指導を行っており、2008年に導入されたばかりのCambridge Pre-Uについては、効果が
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（表５）３校のインタビュー調査から窺える進学意識・学力重視傾向
学校名 人物 発　言 備　考
ハロウ校 教務主任 ・ Pre-U導入にはまだ懐疑的。
Aレベルで成功しており、
生徒も保護者も満足してい
るため慎重に。
・ 英国で、また世界中で一番
優秀な生徒を入学させる。
・ 他の２校に比べて、体育や芸術にも教
育の力点を置いている模様。
・ オールラウンドな教育を心がけている。
・ チューターに加え、夜の自由時間に下
級生は見回りにきた上級生に勉強を見
てもらえる機会多し。
・ 約15％がオックスブリッジに進学。
シュルーズベリー校 学長 ・ 2008年から6thフォームで、
2014年からは全学年で女子
を受け入れる。また留学生
の受入れや海外進出にも意
欲的。そうすることで経済
的な面のみならず、学力面
での向上も期待できる。
・ オックスブリッジ合格者の名前・専攻
等詳しくウェブに。
・ 学校にオックスブリッジ合格者の記念
写真が飾られている。
・ 各年度のオックスブリッジ合格者の名
前がボードに掲載され、図書館に飾ら
れている。
・ 約９％がオックスブリッジに進学。
ウィンチェスター校 元副学長 ・ 入学者の全てがオックスブ
リッジに入学する熱意を
持っているため、他にも選
択肢があることを説得する
ことが非常に難しい。
・ 学力が極めて高く、頭の回
転が素早い生徒のみ入学さ
せる。英語が不自由あるい
は足手まといになる生徒は
×。
・ アカデミックな生徒が向いている。
・ 土曜日の夜に課題図書を与えられ、平
日に読み、次週の土曜日夜に討論する
時間が設けられている。
・ GCSEにおいて歴史と英文学は、たと
え生徒が興味を持っていても、良いグ
レードを取得するのに時間と労力がか
かるので取らせない。
・ 約37％がオックスブリッジへ。アメリ
カの IVYリーグ等への進学者も10％
　　【注記】３校とも2013年６月に筆者が実施したインタビューに基づいて作成したものである。
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十分上がってきている段階ではないため、敢えて導入するリスクは回避しているとインタビュー協
力者が答えている43。またハロウ校では IBについても、Aレベルと異なり、生徒が必ずしも学びた
くない科目まで６科目選択しなければならないという性質のものであるため導入していない44。IB
については他の２校についても導入していないようである。
　対照的に、ウィンチェスター校では、Pre-U試験対策を早期導入しており、同試験対策に積極
的である。担当者へのインタビューから、Pre-U試験は一度限りの試験で再挑戦（resit）が不可
能であったことから、Pre-U試験に臨む者は２年間じっくり試験対策に取り組むことになり、深
い知識と思考力を得ることができることが利点であると挙げていた。同校では、学校生活が試
験漬けであり、特にシックスフォームに入ると、AレベルやASレベルの対策で一年中テスト
対策に追われている生活であったという45。Pre-U はシュルーズベリー校も導入している。なお
IGCSEへは３校とも対応している。
　また、卒業生の４割近くがオックス・ブリッジへ進学するウィンチェスター校では、GCSE対
策においても、好成績が収められるよう徹底しており、好成績を出すのが難しい歴史や英文学と
いった科目は、生徒の興味如何に関わらず受験させない方針を採っている。
　畢竟、教員の立場から見たこれら３校の「進学準備校」としての意識は非常に高く、生徒らは
中等部への入学直後からアカデミックな科目の充実したカリキュラムをこなすことになる。
174 早稲田教育評論　第 28 巻第１号
　無論、学校により多少の違いが見られるが、伝統的に受け継がれてきた「紳士養成校」として
の役割も果たしており、いずれの学校もスポーツや音楽に積極的で、リーダーシップの育成にも
力を注いでいる。しかし、インタビュー結果からはアカデミックな側面を最優先する方針が強く
感じられた。また、その裏付けとして、当該校へ受け入れる選抜段階でアカデミックな能力の高
い生徒であるかどうか、各校へ進学後に良い大学に合格する可能性が高い生徒であるかどうかを
厳しい基準を設けて判別されている事実が挙げられる46。
　加えて、生徒や保護者の立場から見た独立学校の進学準備校としての役割も、教員からの側面
と類似していることが窺えた。進学意識および学力重視傾向について以下の３名に対して実施し
た調査から次のような結果が得られた47。
　第一に、自身がイートングループ48に所属する独立学校であるモルバラ校出身で、子どもを
イートン校およびウィンチェスター校に学ばせる保護者へのメールによる調査では、「現在、こ
れらの学校においてほとんどの保護者が期待する教育上の最優先事項は、生徒を良い大学に進学
させることである」と明言している。ちなみに、子どもが進学した両校について、「イートン校は、
未来のリーダーを育成する学校、ウィンチェスター校は生徒を勉強好きにさせる学校」と、学校
による差異を認識した。その上で、子どもの個性に合わせて首尾よく大学進学までの学校生活を
スムーズに送れそうな学校を選択することが望ましいと述べている。
　第二に、ハロウ校在学中の生徒やイートン校の卒業生へのインタビューにおいても、進学に対
する学校側の意欲が非常に強いことが窺え、寮のハウスマスターや教員、上級生、または同級生
との密接なつながりの中でアカデミックなサポートや相互補助が行われる工夫が見られた。同生
徒曰く、ハロウ校において学業成績は非常に重要であり、授業はレベルによってクラス分けがな
され、能力別によるスムーズな授業展開がなされている。また、ハウスにおける低学年の生徒は
成績の高低によってフラットメイトが決定され、学習の相互扶助が期待されている。
　第三に、イートン校の卒業生（2004-2009年在籍）に対するインタビュー調査では、「それだけ
ではないが、学力的側面も重要である。ハウスではハウス・チューターのみならず、教科チュー
ターもおり、生徒は彼らのサポートを享受できる」という回答を得た。ここでも学校の学力重視
傾向について窺い知ることができた。
　インタビューやアンケート調査で意見を伺うことができた人数は限定的であるが、立場の異な
る各協力者から得られた進学に関する声としては、いずれも受験対策には力点を置いており、学
校は生徒を良い大学へ進学させることを非常に重要視しているという点で一致していた。その意
味で一定程度の信憑性と説得力のある現場の意見としてこれらを捉えることが可能であると思わ
れる。
４．リーグテーブルからの脱退
　前節のように近年、独立学校、特にオックス・ブリッジへの多くの合格者を輩出するグレー
ト・スクールズの学校群は、進学に力点を置き、受験準備校としての役割を積極的に果たしてい
る。ところが、サッチャー政権時代の1988年教育改革法によって公表されるようになり、特に中
等学校入学前の児童や保護者からの注目が成績順位表に集まり、各校進学希望者数へ直接影響を
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もたらすようになったリーグテーブル（学外試験の成績順位表）には、多くの独立学校が反対の
立場をとっている。注目に値するのは、それらの学校のリーグテーブルで公表される成績が非常
に良好であるにも関わらず反対の立場にあるという点である。
　その理由として、主に２点が挙げられる。１点目は、リーグテーブルの近年の信憑性に要因が
ある。ウィンチェスター校の元副学長は、「ここ数年、トップ校はリーグテーブルに参加してい
ない。たとえばAレベルとPre-Uの結果の換算基準が不明瞭であるし、受験者が１回目か再試験
で得た成績かも分からない。」という見解を示している49。これまで見てきたように、学外の卒
業試験は多様化し、従来のGCSEのみならず、よりレベルの高い IGCSEがあり、また IBも導入
されてきている。さらにAレベル相当の科目を2008年度より導入されたPre-Uに置き換えること
が可能になり、リーグテーブルでは今日のこのような状況を正確に反映した結果が表示できるの
かどうかについて、懐疑的な意見が出てきていると考えられる。このような背景から、同インタ
ビュイーによると、数年前より、少なくとも英国在住の保護者はリーグテーブルの結果について
些か信憑性を欠くものであるという見方を持っているという。しかし同時に「リーグテーブルの
上位校は、入学を希望する優秀な留学生を魅了するものとなっている」とし、海外におけるパブ
リック・スクールへの進学希望者の保護者は、同テーブルを学校評価の参考材料として依然重要
視していることが窺えた。
　かつて、リーグテーブルが導入されて以来、主に公立校への進学を視野に入れた教育熱心な保
護者は、同成績順位表を参考にし、子どもの進学を最優先に考え、成績優秀な学校の通学区に
引っ越ししたり、レベルの高い教会立学校の入学許可を得るために積極的に礼拝に出席したりし
ていた。しかし特に私立校においては、この数年の間にリーグテーブルへの信頼度が低下したこ
とが分かる。
　第二の理由は、教育の本来の意義について批判が高まっている点である。リーグテーブルの公
表による、学業成績の過度の重視によって本来の教育の意義が損なわれる危険性を感じた60余り
の独立学校が「順位付けは教育にダメージを与え、テストのための教育を促す」という懸念のも
と、2008年度、Aレベル試験の結果を独立学校委員会（Independent Schools Council：ISC、以下
ISCと表記）へ提出することを拒否するということが話題に上った50。その中には、グレート・
スクールズの中のイートン校、ウィンチェスター校、セントポールズ校が含まれ、それらのいわ
ゆる有名パブリック・スクールは、学外試験において優秀な成績を挙げたにも関わらず、試験結
果の ISCへの提出をボイコットした。セントポールズ校の校長、マーチン・スティーヴン博士
（Dr. Martin Stephen）は、リーグテーブルは「教育の癌」であるという烙印を押し、「学校の順位
付けが学校は、テストのための教育をするところという価値観を生み出す」と懸念した51。 
　このように、リーグテーブル反対を巡っては、多様化する卒業試験に対応できず、時代にそぐ
わなくなっている部分が出始めているという問題が挙げられる。さらに興味深い点は、それとは
対照的に時代に適合するように対応しつつも、伝統的な独立学校では不変の価値観を固守しよう
とする姿勢を保持している点である。80年代以降より次第に「紳士養成校」から大学への「進学
準備校」へと役割の重要性をシフトさせてきた独立学校であるが、後者としての役割が過度に強
まることによって、伝統的に重視してきた独立学校の前者としての教育の役割が蔑ろにならない
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よう自戒し、独立学校における教育の在り方について再考するための警鐘を鳴らしている。
結びに代えて　―日本への示唆と課題―
　冒頭で言及したように、わが国におけるトップの進学校の目標は、東京大学や大学医学部への
合格であり、その合格者数が重視される傾向が強い。イートン校を模して創立された海陽学園も、
卒業生に多くの東京大学合格者を輩出し、注目を浴びた。このように一定程度の進学実績を残す
ことによって「将来の日本を牽引する、明るく希望に満ちた人材の育成」という同校の建学の精
神に再注目が集まり、改めてその教育方針への期待が高まった。リーダーシップを育成し、国を
牽引していく人格の涵養に取り組むという教育方針を掲げるには、まず大学進学実績を築くこと
が前提となる。そしてそのためには日本型受験に対応した暗記を中心とする教育を展開しなけれ
ばならない。つまりリーダーシップの育成のために必要とされ、英国独立学校でも実践されてい
るスポーツや課外活動、情操教育により、ホリスティックな教育を行うには、日本式の受験に対
応できる学力を身に付けるという最大目的を満たすことが非常に重要であると考えられる52。
　しかし1990年代初頭、国会では高校の普通科が進学を過度に重視する傾向があることを懸念
し、わが国の教育方針の修正を図ろうとした53。現在は大学数が増加し、反対に子どもの人口が
減少し、また選抜方法として私立校を中心にAO入試や自己推薦入試が導入され始めたものの、
トップ大学については以前にも増して競争が厳しいものとなっている。
　一方英国においては、国家を牽引するリーダーシップを持った人材の育成には、何世紀にもわ
たる伝統の蓄積が前提として存在する、独立学校のグレートスクールが相応しい場と捉える考え
もあろう。だが日本の傾向と同様、そのような伝統校においても、現在は学力増進が学校生活の
中で最重要視され、いわゆる良い大学に合格することが、学校最大の使命として考えられている
ことが窺えた。そうは言うものの、リーグテーブルのボイコット問題が示唆するように、学校が
過度に学力増進を図り、「学校は、テストのための教育をするところ」という価値観が生み出さ
れる懸念が生じると、グレート・スクールズが中心となり、進学対策に偏重した教育の在り方を
見直す姿勢も見受けられるようになった。
　本稿では主に、現代の教育の中で英国独立学校が、日本でも問題となっている進学に対してど
れほど重視しているかについて考察した。ただし、進学を重視する傾向は日英双方の共通点とし
て捉えられるものの、両事情を単純に比較することは難しい。その最大の理由として、大学進学
に必要な試験の内容が異なっていることが指摘できる。日本では知識の暗記能力を中心に試され
る一方、イギリスでは専門的な知識の他、批判的思考法（critical thinking）や論理的思考力が必
須事項となり、日英両国で大学入学に課される試験の内容や求められる能力に相違が見られる。
この点を今後の課題として捉え、研究の精緻化を図っていきたい。
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【付記】
　本稿におけるインタビュー内容の一部は、平成25－27年度（2013－2015年）科学研究費補助金・
挑戦的萌芽研究「英国パブリック・スクールにおける『リーダーシップ教育』の日本モデルの研
究」（研究代表・秦由美子，広島大学教授）における研究協力の成果に基づくものである。
注
１　2013年に東京都を中心とした高等学校における進路指導に関する調査をするため、各校の進路担
当教員が記したアンケートを基に筆者が分析を行った（東京都内184校を含む14県530校のデー
タ）。アンケートの質問項目は各校の進路指導状況、大学進学に対する考え方やオープンキャンパ
スへの参加等についてである。この分析を通して、進学校、特に全国的に東京大学合格者数が上
位の学校では、東京大学および国立を中心とした医学部への進学のみに目標を置き、それらの大
学・学部に合格することを最重要視しているという共通点が窺えた。
２　独立学校の割合については、英国政府の統計を元に執筆者が算出。
　　ALL SCHOOLS: NUMBER OF SCHOOLS AND PUPILS BY TYPE OF SCHOOL
　　January each year: 2002  to 2012 , England  （Table 2aを参照）
　　https://www.gov.uk/government/uploads/system/uploads/attachment_data/file/167509/sfr10-2012.pdf.pdf.  
３　学費については、独立学校委員会（Independent Schools Council: ISC）の2013年度版年次調査16
頁を参照。Annual Census 2013, School Fees, http://www.isc.co.uk/Resources/Independent％20Schools％
20Council/Research％20Archive/Annual％20Census/2013_annualcensus_isc.pdf.
　　ISCに加盟している独立学校の１年間の学費は以下の通りである。（2003年９月現在　１ポンド≒
160円で換算）基本的に英国では学費の表示が１学期ごとの値段であるため、参照ウェブサイトに
ある表示金額（単位：ポンド）を３倍し、 年額を算出した。以下を参照のこと。
寮制学校の寮生　 27,294ポンド（4,367,040円）
寮制学校の通学生  16,323ポンド（2,611,680円）
通学制学校の通学生 11,976ポンド（1,916,160円）
４　イートン校の歴史の教師T. P. Connorは、「1960－70年代くらいまでは縁故入学により、親子何代
にもわたって生徒がイートン校に入学できていたが、80年代になると全生徒のCEE（共通入学試
験）受験が必須となり、知的に証明できなければ入学することができなくなった」と英国のテレ
ビ放送の中で答えている（1995年、イングランドHoward. Cuard. Pro.による製作） 
５　竹内洋、『パブリック・スクール ： 英国式受験とエリート』講談社、1993年　108頁。
６　竹内洋研究代表 『大衆教育時代におけるエリート中等学校の学校文化と人間形成に関する比較研
究』平成11－13年度文部科学省科学研究費補助金（基盤研究（B）（1））研究成果報告書、2002年。
７　Walford, Geoffrey Life in Public schools, Methuen, 1986.  
８　鈴木秀人、『変貌する英国パブリック・スクール　スポーツから見た現在』世界思想社、2002年。
９　阿部生雄『近代スポーツマンシップの誕生と成長』、筑波大学出版会、2009年。
10　本稿では、特に言及しない限り、英国をイングランドと定義する。 
11　主に本稿第３節で取り上げるインタビュー等について。まず表５を中心にまとめている、独立学
校の学長、元副学長、教務主任へのインタビューは予め質問票を作成、電子メールで送付した上
で、後日現地へ赴きインタビューを実施した。インタビューでは予め送付した質問票と同じもの
を使用し、順次質問を行った。インタビューの場所・日時については第３節の中で適宜脚注を付
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して明示している。一方、イートン校の卒業生に対するインタビューは、面会日に直接筆者の方
で用意した質問を口頭で伝え順次回答してもらう形を取った（インタビュー場所：東京、日時：
2012年７月30日）。半構造化インタビューの形式を取り、会話が逸れた場合にはそのトピックにつ
いて詳述してもらった。また、ハロウ校在学生に対するインタビューは、現地にて実施した（場
所：ハロウ校、日時：2013年６月７日）。さらに、モルバラ校の卒業生でイートン校およびウィン
チェスター校出身の子どもを持つ保護者に対しては、秦由美子（広島大学教授）および筆者が作
成した質問紙を元に、電子メールを介してやり取りを行い、回答を得た（2013年５月）。
12　 竹内洋、前掲書。
13　前掲、鈴木秀人、『変貌する英国パブリック・スクール　スポーツから見た現在』世界思想社、
2002年にある記載を解釈。　　　　
14　19世紀のパブリック・スクール退廃期の中、事態の調査・改善のために1861年、クラレンドン卿
を長とする王立委員会が「クラレンドン委員会」を設立。同委員会が1964年にクラレンドン報告
書を出した。
15　グレート・スクールズ９校について学校形態別・年代順に分類すると次のようになる。（　）内は
設立年度。
完全寄宿制 ウィンチェスター校（1382年）、イートン校（1440年）、ハロウ校（1572年）
一部通学制 シュルーズベリー校（1552年）、ラグビー校（1567年）、チャーターハウス校（1611年）
一部寄宿制 セントポールズ校（1509年）、ウェストミンスター校（1560年）
完全通学制 マーチャント・テーラーズ校（1561年）
16　 梅根悟『世界教育史大系 . ７　イギリス教育史Ⅰ』講談社、1974年　345-346頁。
17　 HMCのウェブサイトには、同組織が設けられたのは1869年とある。 http://www.hmc.org.uk/
about-hmc/　（last accessed 25/09/13）
18　2003年度現在、連合王国およびアイルランドで253校の加盟校がある。
　　The Headmasters’ and Headmistresses’ Conference, About Us.
　　http: //www.hmc.org.uk/about-hmc/（最終閲覧日2013年９月23日）
19　Ogilvie, Vivian, The English Public School, B. T. BATSFORD LTD, 1957 pp. 7-8.
20　注14を参照のこと。
21　大学入学試験協会（Examination Board（s））は、英国における大学入試の試験問題を作成・採点し、
GCSEやAレベルの資格を授与する責任を担っている学外組織である。イングランド・ウェール
ズ・北部アイルランドの管轄には、AQA・CIE・CCEA・Edexcel・OCR・WJECの各団体があり、
スコットランドにはSQAがある。なお近年、英語による呼称としてAwarding BodiesやAwarding 
Organisationsも使用される。これらの機関の役割について、わが国の大学センター試験が、独立
行政法人「大学入試センター」によって実施されるというシステムに一定程度の類似性が見られ
る。
22　Office for Standard in Education （2001）, Curriculum  2000 : The f irst year of implementation, p.5. 
23　2013年度現在、146カ国の3,659校で IBプログラムが実施されている。
24　ウィンチェスター校元副学長に対するインタビューより。（インタビュー日：2013年６月12日、イ
ンタビュー場所：ウィンチェスター校。）
25　 International Baccalaureate, About the International Baccalaureate®
　　http://www.ibo.org/general/who.cfm （最終閲覧日2013年９月13日） 実施国、実施学校数に関し
て、 PYP （Primary Years Programme：初等教育プログラム）３歳～12歳、（2） MYP （Middle Years 
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Programme：中等教育プログラム） 11歳～16歳、（3）DP （Diploma Programme：ディプロマ資格プ
ログラム） 16歳～19歳の３つのプログラムを実施している国数・学校数の合計である。
26　文部科学省１．国際バカロレアとは、を参照。
　　http://www.mext.go.jp/a_menu/kokusai/ib/1307998.htm（最終閲覧日2013年９月13日）
27　同上。
28　International Baccalaureate, The IB Diploma Programme http://www.ibo.org/diploma/（最終閲覧日2013年
７月13日）
29　当該項にあるCambridge Pre-Uに関する記述は、基本的にCIEにあるCambridge Pre-Uの説明を参考
にしている。Cambridge Pre-U,‘Overview’http://www.cie.org.uk/qualifications/academic/uppersec/preu/
overview_html（最終閲覧日2013年９月17日）
30　Shrewsbury School, ‘The Sixth Form and Beyond’2013-2014 http://www.shrewsbury.org.uk/page/sixth-
form-and-beyond#Pre-U
　　Winchester College, ‘2012 Pre-U Results’ http://www.winchestercollege.org/UserFiles/pdfs/2012％
20Pre％20U％20Results.pdf
　　（最終閲覧日いずれも2013年９月15日）
31　筆者のインタビュー訪問による。（インタビュー日：2013年６月５日、インタビュー者：ハロウ校
教務主任、インタビュー場所：ハロウ校。）または、ハロウ校のウェブサイトにも同様の趣旨に
ついて記載が見られる。Harrow School, ‘The academic curriculum’, PRE-U http://www.harrowschool.
org.uk/1527/academic-success/the-academic-curriculum/（最終閲覧日2013年９月15日）
32　ウィンチェスター校元副学長に対するインタビューより。インタビュー日等については注24参照。
33　実際に、インタビュー調査を行ったグレート・スクールズの３校、ハロウ・シュルーズベリー・
ウィンチェスターの各校は IGCSEを導入しており、特にシュルーズベリー校は IGCSE対策に積
極的であった。
34　IGCSEは、イングランド・ウェールズ・北部アイルランドの管轄に５つある大学入学試験協会の
ひとつであるEdexcelとCIEの２つの団体によって提供されている。そして同２団体の集計による
と、2010年に公立校では約250校のみの参加であったが、2012年には1,170校に導入数が伸びている
ことが判明した。また、独立学校の場合、一教科でも IGCSEを利用している学校の数は2010年当
時には630校であったが、2012年になると、980校まで増加している。
　　公立学校・独立学校のデータとも、The Telegraph, 2012年８月３日版　
　　‘More schools switching to 'tougher' IGCSE alternative’ http://www.telegraph.co.uk/education/
educationnews/9446842/More-schools-switching-to-tougher-IGCSE-alternative.html（最終閲覧日2013
年９月17日）
35　評価段階が従来のA＊・A・B・C・D・E・F・Gから、８・７・６・５・４・３・２・１という
数字表記に変更する。また、採点基準の難易度が上がるため、上のグレードは従来のGCSEより
取得が困難になる。この変更は、全科目一斉に移行するものではなく、国語・数学・理科・社会
のコア科目から始まり、外国語や芸術科目は１年乃至２年遅れる。さらに、従来は年に２回実施
可能であった受験が新バージョンではresit（再試験）が不可になり、16歳に受ける１回の試験のみ
となる。その上、コースワークも一部芸術系を残しほとんどが廃止される。 
36　2015年９月から変更される。試験内容の変更については、英国の伝統的価値観を強調するものに
移行する。英語は、シェークスピア、19世紀の小説とキーツ、バイロン、ワーズワースの詩、さ
らに第一次大戦時代以降のフィクション・ドラマが必須となる。歴史では英国史の分量が増やさ
れ、中世・近代史の長文エッセイが重視される。
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37　 オックスフォード大学における入学試験の面接については、たとえば次の著書に詳しい。
　　苅谷剛彦『イギリスの大学・ニッポンの大学：カレッジ、チュートリアル、エリート教育』中央
公論新社、2012年。
38　第一希望と第二希望は、いわゆる本命（Firm）と滑り止め（Insurance）に該当する。
39　ただし、僅差で第一志望、第二志望とも不合格になっている場合は、それらの大学に電話をかけ
て交渉することにより、合否が覆る場合もある。
40　英国のTimes Higher Education発表による世界の大学ランキング（2013－2014年度）の発表では、
オックスフォード大学がハーバード大学と共に２位、ケンブリッジ大学が７位となっている。英
国内の両校以外の大学ではインペリアルカレッジが10位にランキングされている。
41　2013年６月の学校訪問により、オックス・ブリッジ合格者に対する称賛の姿勢が窺えた。一方、
同時期に訪問したウィンチェスター校では学年の４割程度がオックス・ブリッジへ進学するため
か、両校合格者に対する特別な意識は感じられなかった。
42　Guide to Independent Schools, http://guidetoindependentschools.com/（最終閲覧日2013年９月29日）
43　ここでの教務主任（Director of Studies）は、大学の教務と異なり、学校のカリキュラムの全権を
担う職である。
44　Harrow School, The academic curriculum, http://www.harrowschool.org.uk/1527/academic-success/the-
academic-curriculum/（最終閲覧日2013年９月28日）
45　 Aレベル、ASレベルについては、以前はモジュール式であったが、2012年度からCambridge Pre-U
と同様に一回限りの試験に変更された。インタビュー中は特に言及されなかったが、文脈上、ウィ
ンチェスター校の担当者は2012年以前のAレベル・ASレベルの特徴と比較し、Cambridge Pre-U
について述べていると考えられる。
46　注４のイートン校の元教員による発言がその事実を端的に表している。
47　ここに記す３名のインタビュー等の方法・日時・場所については注11を参照のこと。
48　パブリック・スクールの中には、1960年代よりラグビー・グループやイートン・グル―プが形成
されるようになった。設立の背景は「同じような学校に在籍する校長や管理職の立場にある教師
が共通の関心事項について話し合うために会合をもつ」ためである。出典）Ｇ・ギルフォード著、
竹内洋・海部優子訳『パブリック・スクールの社会学』世界思想社、1996年、15頁。
49　インタビューでは、ウィンチェスター校がリーグテーブル（特に有名大進学目的に利用されるファ
イナンシャルタイムズ版）に参加を反対する理由の中で、公開情報が限定的であることに関して
次の３点を伺った。
　　①生徒が取った点数のみを公開する。
　　②元々どの程度の学力を持った生徒がどれほど成績を伸ばしたかについては言及しない。
　　③芸術、音楽、演劇、スポーツ、あるいは、コミュニティが教養に満ちたものかどうか、生活に
おける精神的側面（spiritual life）はどうか、などについては表示しない。
50　たとえば同トピックが記載されているオンラインの新聞記事として以下の例を挙げる。Mail 
Online, ‘Private schools boycott exam league tables -  the 'cancer on the face of education'  http://www.
dailymail.co.uk/news/article-1047512/Private-schools-boycott-exam-league-tables--cancer-face-education.
html（最終閲覧日2013年９月24日）
51　注50と同記事中に記載あり。
52　たとえば海陽学園の高等部（後期課程）場合、教科科目である５教科だけで、文部科学省が教育
指導要領で制定する週30単位時間をほぼ超過しており、徹底した基礎学力の修得を目指している。
さらに、チューター制度によるアカデミックなサポートも充実している。
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53　1991年（平成３年）教育審議会答申では次のように現状の問題点を指摘し、教育方針を偏差値重
視からいわゆる人間性重視へ転換するよう討議された。「高等学校の問題点を学科ごとに見ると、
まず普通科は、今日では約74％の生徒を擁するに至っているが、その多くが大学進学を意識した
画一的な教育課程を編成・実施しているため、生徒の多様な能力・適性等に必ずしも十分対応し
たものとなっていない。」1991年（平成３年）教育審議会答申「新しい時代に対応する教育の諸制
度の改革について」（文部科学省）。
